




物理学専攻 小倉研究室 若松 勝洋 
 














2. Numerical Details 







(𝜌𝑌𝑖) + 𝛻(𝜌?̅?𝑌𝑖) = −𝛻𝐽?̅? + 𝑅𝑖 (1) 
ここで、𝑌𝑖は化学種 iの質量分率、𝜌は密度、?̅?は平均
速度、𝐽?̅?は拡散項、Riは反応ソース項である。 
解析条件は温度 1073 K、圧力 1 atm で、供給ガスは
𝐶𝐻4/𝐶𝑂2/𝑁2 = 1: 1: 1の模擬バイオガスを想定し、全
流入量は270𝑐𝑐 𝑚𝑖𝑛⁄ (流入線速度は 0.0705𝑚 𝑠⁄ )とし、
触媒層での反応は以下の 2 つの気相総括反応を考慮
した。 
CH4 + CO2 → 2H2 + 2CO (Methane dry reforming) (2) 




















れ 0.075, 0.4, 1, 1倍(上層)、0.045, 0.15, 0.9, 1倍(中層)、





図 1 3段階層型触媒の三次元温度分布解析モデル 
 
 
図 2 均一触媒モデルにおける温度分布 
 
References 
[1] Y. Shiratori, T. Ogura, et al., Int. J. Hydrogen Energy, 
38, 10542–10551 (2013). 
[2] 小倉, 触媒, 57, 155-161 (2015). 
[3] T. Ogura and K. Wakamatsu, ECS Trans., 68, 3075-
3081 (2015)
 
